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旧石器人は池田町にもいた

　

池
田
町
片
山
の
二
ノ
井
遺
跡
で

ナ
イ
フ
形
石
器
（
今
か
ら
一
万
八

千
年
〜
二
万
年
前
）
が
発
見
さ
れ

縄
文
時
代
よ
り
前
の
旧
石
器
人
が

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
「
池
田
町
で
一
番
古
い
物
は
？
」

と
聞
く
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
古
墳

と
答
え
る
。
古
墳
よ
り
古
い
縄
文

時
代
や
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
多
数

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
古

墳
も
県
史
跡
の
願
成
寺
西
墳
之
越

古
墳
群
や
県
重
要
文
化
財
の
中
八

幡
古
墳
出
土
品
以
外
は
何
の
指
定

も
さ
れ
ず
、
現
地
で
の
表
示
も
な

い
。
遺
跡
の
表
示
と
保
護
を
。

　

池
田
町
史
発
行
後
の
発
掘
の
成

果
も
盛
り
込
ま
れ
た
「
わ
が
ま
ち

を
さ
ぐ
る
」
は
大
変
わ
か
り
や
す

い
解
説
書
。
普
及
状
況
は
。

 
町　

長 

　
「
わ
が
ま
ち
を
さ
ぐ

る
」
は
平
成　

年
に
図

１６

書
館
か
ら　

冊
発
行
。

５００

贈
答
や
販
売
で　

冊
。

２００

古
墳
や
遺
跡
の
明
示・Ｐ

Ｒ
と
保
護
に
努
め
る
と

と
も
に
道
の
駅
も
オ
ー

プ
ン
す
る
の
で
ル
ー
ト

も
考
え
た
い
。

埋蔵文化財は歴史の生き証人、保護とＰＲを

宮
地
の
小
水
力
発
電
の
復
活
を

脱
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
省
エ
ネ
を

　

原
発
の「
安
全
神
話
」は
崩
壊
し
た
。

　

原
発
を
廃
炉
に
し
て
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拡
大
と
省
エ
ネ
を
。

　

宮
地
村
営
の
水
力
発
電
所
が
大

津
谷
左
岸（
キ
ャ
ン
プ
場
の
北
隣
）

に
大
正　

年
８
月
に
完
成
し
昭
和

１０

　

年
ま
で
存
続
し
た
。（　
　

、

１８

１０
kw

　

戸
に
送
電
）
現
在
も
そ
の
あ
と

２８０が
残
っ
て
い
る
し
、
近
く
に
は
農

業
用
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
復
活
さ
せ
、
観
光
資
源
・
学

習
の
場
と
し
て
活
用
を
。

 
町　

長 

　

来
年
春
に
は
点
検
で
す
べ
て
の

原
発
が
止
ま
る
。
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
。
大
津
谷
左
岸
の
小
水
力
発

電
は
で
き
れ
ば
復
元
し
た
い
。
そ

の
他
に
池
田
公
園
北
の
農
業
用
水

を
利
用
し
た
発
電
を
利
用
規
制
が

解
除
さ
れ
れ
ば
考
え
た
い
。
節
電

に
努
め
て
い
る
が
８
月
は
役
場
で

　

分
繰
り
上
げ
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム

３０を
実
施
し
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
指
定

防
災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
に

　

阪
神
大
震
災
で
も
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
も
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
生
活
弱
者
の
死
亡
率
が
高

い
。
運
よ
く
避
難
で
き
て
も
避
難

所
で
関
連
死
や
二
次
災
害
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
の
指

定
は
し
て
い
る
の
か
。
防
災
機
能

を
備
え
た
道
の
駅
に
整
備
を
。

 
町　

長 

　

数
年
前
か
ら
自
然
災
害
が
想
定

さ
れ
る
場
合
に
事
前
に
見
守
る
組

織
づ
く
り
を
し
て
き
た
。
援
護
を

必
要
と
す
る
人
は　

名
。
福
祉
避

５０８

難
所
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て

順
次
指
定
し
た
い
。
道
の
駅
も
避

難
所
と
し
て
対
応
で
き
る
。

宮地村営発電所跡（水槽〜取入水路）

二ノ井遺跡（片山）で見
つかったナイフ形石器

宮地村営発電所　見取図


